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	「世界的課題を解決する知の『開拓者』育成事業（T-GEx）」
	参加者からの声
	「ダイバーシティ理解の 　重要性を実感した」
	「自己理解の深化が 　他者理解につながると気づいた」
	「キャリアは取捨選択が鍵だと学んだ」
	「時間管理と自己管理の必要を 　再認識した」
	文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（女性リーダー育成型）」


	2026年8月～2027年3月　 ﻿全7回
	「協働を通じた 　リーダーシップを実感した」

	研究者 リーダーシップ・プログラム
	本プログラムでは、参加者が自分自身と向き合い、自己マネジメントの手法を学ぶことで、リーダーシップを高めます。また、キャリアやライフ・ワーク・バランス、職場における多様性の大切さについて、参加者が共に考えます。同じメンバーで継続してプログラムに参加することにより参加者同士のネットワークが形成されることも期待されています。
	リーダーシップ
	自己理解・他者理解
	キャリアマネジメント
	セルフマネジメント
	参加対象
	東海国立大学機構の研究者（性別や文系・理系の分野は問わない、特任教員、研究員を含み、学生は除く）、および、 世界的課題を解決する『知の開拓者』育成事業の若手研究者 ※過去に本プログラムに参加経験のある方の参加も歓迎します！

	申込方法
	https://ssl.form-mailer.jp/fms/03bad976884365
	申込〆切
	２０２６年８月１９日（水）

	問い合わせ
	名古屋大学 ジェンダーダイバーシティセンター
	kyodo-sankaku@t.mail.nagoya-u.ac.jp




